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第24回例会 №241月11日㈮

　皆さま、新年明けましておめでと
うございます。
　今年は４月 30 日、天皇陛下が退
位され平成の幕を閉じ、５月１日新
時代の幕開けとなります。

　さて、本年の十二支は「亥（いのしし）」、干支
（えと）は「己亥（つちのと・い）」です。干支（え
と）は 60 周期です。直前は 1959 年でした。この
年に今上陛下と美智子様のご成婚がありました。
　2019 年はどんな年になるか⁉ さまざまな関係
機関が予測を立てています。
　景気の見通しはともかくとして、時代動向で目
についた言葉は「急速な変化」そして「改革」「そ
なえる」などです。
　ロータリーでも「変化への改革」を意識する
RI 会長テーマが続いています。

　明日、いよいよ大谷ガバナーエレクトが国際協
議会へ出席のため米国サンディエゴに向います。
新しい風が吹いています。下半期は、P・F・ドラッ
カーが云う「変化をチャンスと捉えたとき、未知
への不安が消える」でまいります。クラブの変化
にとってチャンスが来ています。チャンスを活か
す力は皆さまの友情です。ご協力のほど宜しくお
願い申しあげます。

　本日は、土橋　均上越市副市長にお出でいただ
きました。後ほど「上越市の現状と将来展望につ
いて」ご講話をいただきます。ロータリーの社会
奉仕事業は地域社会の発展と緊密な関係にありま

す。新春初例会にふさわしいお話を承ります。ご
期待ください。

出席率　100％

上越市副市長　土橋　均様
草野健斗君（高田 RAC 会長）・永井真伊君（第
2560 地区 RA地区代表）

出席ニコニコBOX委員会
　会 長・幹事―新年例会に土橋副市長をお迎え
でき、誠に光栄です。

　東 山昕也君―新年おめでとうございます。大
谷ガバナーエレクト、アメリカ研修ご苦労様
です。

　加 藤公一君―この度長男の婚礼が決まり、新
しい娘が一人増えることになりました。

親睦委員会―１月のお誕生日各お祝い
橋 詰地区筆頭副幹事―大谷GE渡米についての
お知らせ

青 少年奉仕委員会―３/９RA地区大会登録に
ついて（山崎委員長・草野RAC会長）

配布物：週報№ 22・23
回覧物：ガバナー月信１月号
報　告：１月 18 日　祝日振替休会

会長挨拶会長挨拶 牧野　章一牧野　章一

出 席 報 告

ビ ジ タ ー

委 員 会 報 告

幹 事 報 告
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卓 話

　あけましておめでとうございま
す。日ごろはロータリークラブの活
動を通じて多大な社会貢献、そして
地域振興にお力添えをいただいてお

りますことにお礼申し上げます。村山市長は国へ
の対応で出かけておりますので、代わって話させ
ていただきます。よろしくお願いいたします。
１．上越市の現状と課題
　最大の課題は人口減少です。合併時（平成 17
年）の 21 万人が 13 年間で 19 万３千人まで減少
し、さらに６年後には 18 万人と推計されていま
す。原因は自然減・社会減によるものですが、急
激に進む人口減少は国・県の水準を上回っていま
す。
　少子化では年間の出生が３～５人の区も生じ
「小・中学校の維持対策が課題」となり、高齢化
では「健康づくり・重症化予防・介護予防」対策、
さらには消防や町内会運営を含めた地域の担い手
確保など様々な課題を生じています。
　市の財政は、平成 34 年までは、①財政調整基
金（災害時対応等の市の預金）の活用　②国から
の普通交付金の制度見直しにより収支均衡が図ら
れる計画ですが、引き続き行政改革、財政健全化
に向けた取り組みを進めています。

２．将来展望
　第６次総合計画（平成 27 ～ 34 年）が進んでお
りますが、今年は折り返しで後期の見直しが進み

ます。「上越市　ひと・まち・しごと創生長期ビジョ
ン・総合戦略」ですが、高田地区では地方創生で
「城下町高田の歴史・文化を生かした『街の再生』」
が、目標です。

３．2019 年はどのような年に
　雇用・労働の大きな変革が予想され「誰もが働
きやすい職場を整え、一人ひとりの生産性向上を
目指す時代が始まる」ことになります。
　人手不足への対応としては①外国人　②シニア
（高齢者）・女性　への対応とともに　③生産性向
上、省力化、付加価値向上、ロボットへの取り組
みが進むと考えられます。併せて「賃金上昇圧力
の高まり（同一労働同一賃金・最低賃金など）」、
政策面からは「働き方改革関連法案改正（時間外
労働の上限規制等）に伴う動向」を注視すること
になる年でしょう。そして新たな時代への期待感
としては　①改元・オリンピック・パラリンピッ
ク　②上越市が中枢中核都市の指定を受けたこと　
③基幹インフラとして…北陸新幹線敦賀延伸・上
信越道４車線化　④将来に向けた価値ある投資の
効果が具現化する…オーレンプラザ・水族館の利
用が好調ですが、「体操アリーナ・医療センター
病院・斎場・県立武道館」などが追随しています。
　困難な時代ではありますが、危機感だけでなし
に子どもたちとってどのような社会を築くのか、
市民の皆様とともに知恵を出し合い、前進してま
いります。よろしくお願いいたします。

上越市の現状と将来展望
上越市副市長　土橋　均 様

　１月 12 日㈯、大谷ガバナーエレクトは国際協
議会出席のため当地を出発されました。国際協議
会は１月 12 日～ 21 日まで、米国サンディエゴで
開催されます。
　当日は東山パストガバナー、本山地区幹事をは
じめ地区ガバナースタッフの皆様、当クラブ牧野
会長、佐藤幹事他たくさんのロータリー会員が上
越妙高駅でお見送りしました。

　大谷ガバナーエレクトは笑顔で午前 10 時 25 分
発はくたか
558 号に乗
車されまし
た。
　帰国は１
月 21 日 の
予定です。

大谷ガバナーエレクト　国際協議会に出発されました

回 日 講演者：演題 会　　場

26 ２月１日 卓話　レルヒの会会員　相澤　紀様　演題　未定
交換留学生：ジョン・スケンゼル君例会出席日 デュオ・セレッソ

27 ２月８日 オークション 高田ターミナルホテル

－２月15日 祝日振替休会 －

28 ２月22日 移動例会（職場訪問）関根学園高校 関根学園

２月例会プログラム

今年もよろしく


